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第 1章　総国から上総国へ

第
１
章　

総
国
か
ら
上
総
国
へ

１　

大
国
、
上
総
国

あ
づ
ま
路
の
道
の
は
て

「
あ
づ
ま
路
の
道
の
は
て
よ
り
も
、
な
お
奥
つ
方
に
生
ひ
出
で
た
る
人
、
い
か
ば
か
り
か
は
あ
や
し
か
り
け

む
を
」
で
は
じ
ま
る
﹃
更
級
日
記
﹄。
一
〇
二
〇
年
（
寛
仁
四
）
九
月
三
日
、
菅す

が

原わ
ら
の

孝た
か

標す
え

の
娘
が
一
三
歳
の

と
き
に
、
父
の
任
国
で
あ
る
上か

ず
さ総
国
府
を
門
出
し
た
と
き
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
一
〇
五
八
年
（
康
平
元
）
に

夫
、
橘

た
ち
ば
な
の

俊と
し

通み
ち

と
死
別
す
る
ま
で
の
約
四
〇
年
間
に
わ
た
る
回
想
録
で
あ
る
。

﹃
更
級
日
記
﹄
に
あ
る
よ
う
に
上
総
国
は
、
都
人
に
と
っ
て
は
「
あ
づ
ま
路
の
道
の
は
て
の
常
陸
国
よ
り
も
、

も
っ
と
遠
い
国
」
で
あ
っ
た
が
、
豊
か
な
国
力
を
も
つ
大
国
で
あ
っ
た
。

　
現
在
の
千
葉
県
は
、
古
代
に
は
安あ

房わ
の

国く
に

・
上か

ず
さ
の
く
に

総
国
・
下し

も
う
さ
の
く
に

総
国
の
三
国
に
分
立
し
て
い
た
が
、
古
く
は
総

ふ
さ
の
く
に国

と
よ
ば
れ
て
い
た
（
図
1
）。
七
世
紀
後
半
の
令
国
制
の
建
設
に
と
も
な
い
上
総
国
と
下
総
国
が
成
立
し
、

図1 ●上総国と古代寺院跡
上総国における郡レベルの古代寺院のほとんどは、国分寺以前に造営されているので、
国分寺の建立を支える経済的・技術的基盤は、すでに在地社会に存在していた。
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記
﹄
の
記
述
と
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
こ
ろ
ま
で
は
古
代
の
国

府
が
存
続
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
推
定
国
府
の
西
を
走

る
古
代
東
海
道
（
図
3
）

は
、
天
竜
川
以
東
の
駿す

る
が
の
く
に

河
国
、

相さ
が
み
の
く
に

模
国
の
三
浦
半
島
を
経
て

東
京
湾
東
岸
に
至
る
海
道

で
、
弥
生
時
代
か
ら
の
交

流
圏
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

神
奈
川
県
逗ず

子し

市
と
葉
山
町

に
ま
た
が
る
古
墳
時
代
前
期

の
大
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る

長な
が

柄え

・
桜
山
一
・
二
号
墳
は
、

三
浦
半
島
か
ら
海
を
渡
り
東

京
湾
東
岸
に
至
る
際
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
を

七
一
八
年
（
養
老
二
）
に
は
安あ

房わ
の

国く
に

が
上
総
国
か
ら
分
立
し
三
国
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
上
総
国
は
、
八
二
六

年
（
天
長
三
）
に
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
、
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
と
と
も
に
親
王
が
守か

み

に
任
じ
ら
れ
る
親し

ん

王の
う

任に
ん

国ご
く

と
な
っ
た
。
親
王
は
太
守

と
よ
ば
れ
任
地
へ
赴
任
す
る
こ
と
は
な
く
、
現
地
の
実
務
は
次
官
の
介す

け

が
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　
上
総
国
は
、
は
じ
め
一
五
郡
で
あ
っ
た
が
、
平へ

ぐ
り群

・
安
房
・
朝あ

さ

夷い

・
長な

が

狭さ

の
四
郡
を
割
い
て
安
房
国
を
分
立

し
て
か
ら
、
市い

ち

原は
ら

・
海う

な

上か
み

・
畔あ

蒜ひ
る

・
望も

う

陀だ

・
周す

淮え

・
天あ

ま

羽は

・
夷い

灊し
み

・
埴は

に
ゅ
う生
・
長な

が
ら柄
・
山や

ま
の
へ辺
・
武む

射さ

郡
の
一
一
郡

に
な
っ
た
。﹃
倭わ

み
ょ
う名

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う﹄

は
上
総
国
府
の
位
置
を
市
原
郡
と
記
す
。

上
総
国
府

　
市
原
郡
は
、
南
を
海
上
郡
と
の
郡
境
に
あ
た
る
養
老
川
、
北
を
下
総
国
と
の
国
堺
で
あ
る
村
田
川
で
囲
ま

れ
、
東
京
湾
東
岸
で
は
上
総
国
の
最
北
の
郡
に
な
る
。
上
総
介
と
な
っ
た
菅
原
孝
標
が
国
司
と
し
て
政
務
を
と

っ
た
国
府
は
、
養
老
川
下
流
域
の
上

か
み
つ

海う
な

上か
み

国
造
の
支
配
領
域
と
北
の
村
田
川
下
流
域
の
菊き

く

間ま

国
造
と
の
中
間
地

点
（
現
在
、
千
葉
県
市
原
市
の
惣そ

う

社じ
ゃ

・
村
上
地
区
の
養
老
川
下
流
域
の
沖
積
地
一
帯
）
を
選
ん
で
設
定
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
西
に
は
東
京
湾
を
望
み
、
砂さ

州す

や
浜ひ

ん

堤て
い

上
に
は
南
北
に
の
び
る
古
代
東
海
道
が
設
置
さ
れ
、
東
の
丘
陵
上

に
は
上
総
国
分
僧
寺
・
国
分
尼
寺
が
建
立
さ
れ
、
丘
陵
端
部
に
は
惣そ

う

社じ
ゃ

戸と
が

隠く
し

神
社
が
鎮
座
す
る
な
ど
、
古
代

上
総
国
の
中
枢
部
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
村
上
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
周
囲
に
溝
を
も
つ
大
型
掘

立
柱
建
物
を
含
む
七
棟
の
遺
構
は
、
国
府
津
（
国
の
港
）
の
よ
う
な
公
的
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
2
）。

一
〇
二
八
年
（
長
元
元
）、
平

た
い
ら
の

忠た
だ

常つ
ね

の
乱
の
際
に
従
者
が
上
総
国
司
の
館
に
乱
入
す
る
事
件
や
、﹃
更
級
日

図2 ●上総国府、国分寺の周辺遺跡
西を古代東海道、南を養老川、東と北を東海道の支路で囲んだ範囲を京域と定め、その中
に国府・国分寺・国府を守る大規模な祭祀遺跡である稲荷台遺跡などが配された。



9 8

第 1章　総国から上総国へ

が
成
立
す
る
。
古
墳
時
代
中
期
に
な
る
と
、
小
糸
川
流
域
に
内だ

い

裏り

塚づ
か

古
墳
（
一
四
八
メ
ー
ト
ル
）、
小
櫃
川
流

域
に
高た

か

柳や
な
ぎ

銚ち
ょ

子う
し

塚づ
か

古
墳
（
一
四
二
メ
ー
ト
ル
）、
養
老
川
流
域
に
は
姉あ

ね

崎さ
き

二ふ
た

子ご

塚つ
か

古
墳
（
一
一
四
メ
ー
ト
ル
）

が
成
立
す
る
。
こ
れ
ら
は
関
東

地
方
で
も
有
数
の
大
型
前
方
後

円
墳
で
あ
り
、
大
き
な
古
墳
群

を
と
も
な
う
こ
と
を
特
徴
と
す

る
（
図
4
）。

　
ま
た
、
い
ず
れ
の
大
型
古
墳

も
各
河
川
の
河
口
付
近
に
築
造

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
勢
力
が
河
川
や
海
洋
交
通

な
ど
の
水
運
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
や
が
て

各
河
川
の
流
域
に
は
、
南
か
ら

周
淮
国
造
、
馬ま

来く

田た

国
造
、
上

海
上
国
造
、
菊
間
国
造
が
設
置

さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に

古
代
東
海
道
ル
ー
ト
の
原
形
は
、

葬
っ
た
古
墳
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
海
道
は
、
近
畿
地
方
と

の
交
流
圏
と
し
て
古
墳
時
代
を
通
じ
て
頻
繫
に
利
用
さ
れ
、
社

会
・
経
済
、
文
化
の
動
脈
を
醸
成
し
て
い
っ
た
。
渡
海
地
点
に
あ

た
る
東
京
湾
東
岸
の
西
上
総
と
よ
ば
れ
る
地
域
は
、
東
へ
と
伝
わ

っ
て
く
る
あ
ら
ゆ
る
文
物
の
上
陸
地
と
な
り
、
こ
の
地
域
に
畿
内

的
性
格
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
と
お
り
、
国
府
の
位
置
は
い
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
し
て

い
な
い
が
、
上
総
国
分
寺
は
そ
の
広
大
な
全
貌
が
長
期
に
わ
た
る

発
掘
調
査
で
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
希
有
な
国
分
寺
が
成
立
す
る

以
前
の
古
墳
時
代
の
上
総
国
の
動
向
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
お

こ
う
。
こ
の
地
域
を
育
ん
で
き
た
歴
史
が
、
国
分
寺
を
造
営
す
る

際
の
組
織
の
編
成
や
寺
の
構
造
に
色
濃
く
反
映
し
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

２　

古
墳
時
代
の
「
総
国
」

総
国
の
分
割
と
古
代
東
海
道

　
東
京
湾
の
東
岸
に
あ
た
る
い
わ
ゆ
る
西
上
総
と
よ
ば
れ
る
地
域
に
は
、
東
京
湾
に
流
入
す
る
小こ

糸い
と

川が
わ

、
小お

櫃び
つ

川が
わ

、
養
老
川
、
村
田
川
が
あ
り
、
そ
の
中
流
域
に
は
い
ず
れ
も
墳
丘
長
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
規
模
の
前
期
古
墳

図4 ●房総半島の国造と主要古墳
総国では、のちの上総国内には西上総地域に4国造が、東上総地域に
4国造の8国造が設置された。また、のちの下総国内には3国造が設
置され、上総地域の優位性がわかる。

図3 ●古代東海道
古代東海道は、三浦半島の走水から富津付近に上
陸し、下総国の内陸を通り常陸国府にぬけた。

下総

安房

上総

下毛野
上毛野

信濃

甲斐

武蔵

相模

伊豆

長柄・桜山
古墳群

駿河

富士山　　

筑波山

常  陸

道
海東
代
古
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ろ
に
姉あ

ね

崎さ
き

山さ
ん

王の
う

山や
ま

古
墳
（
六
九
メ
ー
ト
ル
）
が
築
造
さ
れ
る
ま
で
、
約
一
世
紀
の
空
白
期
間
が
訪
れ
る
と
い
う

現
象
が
生
じ
る
。

　
一
方
、
養
老
川
下
流
域
に
お
け
る
首
長
墓
の
縮
小
化
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
五
世
紀
に
入
る
と
中
・
上

流
域
に
も
比
較
的
規
模
の
大
き
な
前
方
後
円
墳
が
出
現
す
る
。
さ
ら
に
六
世
紀
に
は
、
下
流
域
の
首
長
墓
に
拮

抗
す
る
よ
う
に
六
〇
～
七
〇
メ
ー
ト
ル
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
墳
が
継
起
的
に
築
造
さ
れ
る
な
ど
、
相
対
的
に
下

流
域
の
勢
力
の
優
位
性
が
失
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
王
賜
」
銘
鉄
剣
と
「
倉
椅
郷
長
谷
部
稲 
 

」
の
文
字
瓦

　
こ
の
養
老
川
下
流
域
に
お
け
る
空
白
期
を
考
え
る
資
料
と
し
て
、「
王お

う

賜し

」
銘
鉄
剣
を
出
土
し
た
稲い

な
り荷
台だ

い

一

号
墳
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
、
上
総
国
分
尼
寺
の
北
東
、
谷
を
隔
て
た
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
築
か

れ
た
直
径
二
八
メ
ー
ト
ル
の
中
小
規
模
な
円
墳
で
あ
り
、
こ
の
地
区
は
上
海
上
国
造
の
支
配
領
域
で
あ
る
姉
崎

古
墳
群
と
菊
間
国
造
の
奥
津
城
で
あ
る
菊
間
古
墳
群
と
の
中
間
地
点
に
あ
た
る
。

　
中
央
の
埋
葬
施
設
か
ら
は
「
王
賜
」
銘
を
も
つ
金き

ん

象ぞ
う

嵌が
ん

銘め
い

の
鉄
剣
の
ほ
か
、
先
進
的
な
金こ

ん

銅ど
う

装そ
う

蝶ち
ょ
う

番つ
が
い

金か
な

具ぐ

を
と
も
な
う
横よ

こ

矧は
ぎ

板い
た

鋲び
ょ
う

留ど
め

短た
ん

甲こ
う

や
胡こ

籙ろ
く

（
矢
を
入
れ
背
負
う
道
具
）
な
ど
が
出
土
し
、
五
世
紀
中
ご
ろ
の
允い

ん

恭ぎ
ょ
う

天
皇
の
時
代
、
ち
ょ
う
ど
姉
崎
古
墳
群
の
空
白
期
間
に
あ
た
る
時
期
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鉄
剣
銘
文
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
5
）。

　
　
表
　
　
王
、
□
□
を
賜
う
、
敬つ

つ
しん
で
安や

す

ん
ぜ
よ

　
　
裏
　
　
此こ

の
廷て

い

刀と
う

は
、
百
兵
を
平
伏
さ
せ
る

す
で
に
古
墳
時
代
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
ヤ
マ
ト
王
権
と
東
京
湾
東
岸
地
域

の
勢
力
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
そ
の
後
の
西
上
総
地
域
の
性
格
を
規
定
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
一
方
、
香
取
市
の
利
根
川
に
平
行
し
て
形
成
さ
れ
た
浜
堤
上
に
は
、
五
世
紀
代
の
三さ

ん

之の

分わ
け

目め

大お
お

塚つ
か

山や
ま

古
墳

（
一
二
四
メ
ー
ト
ル
）
を
盟
主
と
す
る
豊と

よ

浦う
ら

古
墳
群
が
築
造
さ
れ
る
。
の
ち
の
下
総
国
に
相
当
す
る
地
域
に
は
、

そ
れ
ま
で
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型
前
方
後
円
墳
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
突
然
出
現
し

た
背
景
に
は
、
毛
野
国
と
同
様
に
ヤ
マ
ト
王
権
の
力
が
強
く
働
い
た
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
行
政
的
に
は
総
国
と
よ
ば
れ
た
政
治
的
領
域
が
、
古
く
か
ら
の
勢
力
（
の
ち
の
上
総
国
）
と
新
興
勢
力
（
の

ち
の
下
総
国
）
の
地
域
に
分
割
さ
れ
る
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
領
域
の
分
割
に
留
ま
ら

ず
、
東
京
湾
東
岸
を
北
上
し
、
の
ち
の
下
総
国
の
千
葉
市
の
都

み
や
こ

川が
わ

付
近
か
ら
内
陸
を
通
り
常
陸
国
へ
至
る
ル
ー

ト
の
形
成
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

ヤ
マ
ト
王
権
の
介
入

　
養
老
川
下
流
域
に
継
続
的
に
大
型
首
長
墓
を
つ
く
り
つ
づ
け
た
古
墳
群
に
市
原
市
の
姉
崎
古
墳
群
が
あ
り
、

上
海
上
国
造
の
奥お

く

津つ

城き

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
大
型
前
方
後
円
墳
と
し
て
、
釈し

ゃ

迦か

山や
ま

古
墳
、
姉あ

ね

崎さ
き

天て
ん

神じ
ん

山や
ま

古
墳
、
そ
の
隣
接
地
に
は
同
じ
く
前
期
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
今い

ま

富と
み

塚つ
か

山や
ま

古
墳
が
築

造
さ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
四
世
紀
の
段
階
で
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型
前
方
後
円
墳
が
集
中
す
る
地

域
で
あ
り
、
総
国
の
な
か
で
も
っ
と
も
有
力
な
政
治
集
団
が
こ
の
地
に
存
在
し
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
し
か

し
、
大
型
前
方
後
円
墳
の
造
営
は
、
五
世
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
姉
崎
二
子
塚
古
墳
を
最
後
に
、
六
世
紀
中
ご
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第 1章　総国から上総国へ

る
五
世
紀
代
の
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
る
盟
主
的
古
墳
の
空
白
期
間
は
、
允
恭
天
皇
と
雄
略
天
皇
の
二
代
に
わ
た

る
こ
の
地
へ
の
直
接
的
な
介
入
に
よ
る
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

在
地
勢
力
の
衰
退

　
姉
崎
古
墳
群
の
そ
の
後
は
、
六
世
紀
中
頃
に
姉
崎
山
王
山
古
墳
が
造
営
さ
れ
、
ま
た
勢
力
の
中
心
を
少
し
移

動
し
六
世
紀
後
半
の
原は

ら

一
号
墳
（
九
〇
メ
ー
ト
ル
）、
鶴つ

る

窪く
ぼ

古
墳
（
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が

築
造
さ
れ
る
。
終
末
期
の
姉
崎
古
墳
群
で
重
要
な
こ
と
は
、
全
国
的
に
も
め
ず
し
い
前
方
後
方
墳
の
六ろ

く

孫そ
ん

王の
う

原ば
ら

古
墳
（
四
六
メ
ー
ト
ル
）
が
築
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
前
方

後
方
形
の
周
り
に
は
長
方
形
の
周
溝
を
め
ぐ
ら
せ
、
後
方
部
に
は
軟な

ん

質し
つ

砂さ

岩が
ん

切き
り

石い
し

積づ
み

の
横
穴
式
石
室
を
有
し
て

い
る
。
や
や
小
規
模
に
な
る
が
同
様
の
前
方
後
方
墳
は
、
養
老
川
下
流
域
北
岸
の
諏す

訪わ

台だ
い

古
墳
群
と
東と

う

間か
ん

部べ

多た

古
墳
群
を
合
わ
せ
て
四
基
確
認
さ
れ
、
前
方
後
方
墳
と
方
墳
の
方
形
を
基
調
と
す
る
墳
形
の
構
成
が
姉
崎
古
墳

群
に
お
け
る
終
末
期
古
墳
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
姉
崎
古
墳
群
の
勢
力
は
、
終
末
期
古
墳
の
時
期
を
迎
え
て
も
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係
が
修
復

さ
れ
な
い
ま
ま
律
令
国
家
体
制
を
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
令
制
下
で
は
、
養
老
川
下
流
域
の
南
岸
を
海
上
郡
、

北
岸
を
市
原
郡
と
し
て
建
郡
さ
れ
た
。
上
総
国
府
は
、
そ
う
し
た
前
代
の
歴
史
を
も
つ
養
老
川
下
流
域
北
岸
の

沖
積
平
野
に
設
置
さ
れ
、
の
ち
に
東
の
丘
陵
上
に
接
し
て
上
総
国
分
僧
寺
・
国
分
尼
寺
が
建
立
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
金
象
嵌
の
銘
文
を
も
つ
こ
の

鉄
剣
は
、
ヤ
マ
ト
の
大
王
か
ら

の
下
賜
品
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
な
い
が
、
き
ら
び
や
か
な
装

飾
が
施
さ
れ
た
武
具
な
ど
を
と

も
な
う
こ
と
か
ら
、
大
き
な
軍

事
的
武
勲
に
対
す
る
褒ほ

う

賞し
ょ
うと
し

て
下
賜
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
東
国
の
中
小
古
墳
の
被
葬
者
が
、
金
象
嵌
銘
を
も
つ
鉄
剣
を
下
賜
さ
れ

る
例
は
、
き
わ
め
て
稀ま

れ

な
こ
と
で
あ
る
。
姉
崎
古
墳
群
の
勢
力
と
は
異
な
る
中
小
の
勢
力
が
、
お
そ
ら
く
朝
鮮

半
島
で
の
戦
い
に
武
勲
を
あ
げ
、
そ
の
勲
功
と
し
て
ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
「
王
賜
」
銘
鉄
剣
や
短
甲
・
胡
籙
な
ど

が
直
接
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
国
に
お
け
る
中
小
の
勢
力
の
台
頭
と
、
そ
れ
を
直
接
掌
握
し
よ
う
と
し

た
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
り
、
相
対
的
に
姉
崎
古
墳
群
の
勢
力
が
弱
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
じ
く
、
養
老
川
下
流
域
の
空
白
期
間
を
考
え
る
資
料
が
、
上
総
国
分
尼
寺
か
ら
出
土
し
た
「
倉く

ら

椅は
し

郷ご
う

長は

谷せ

部べ
の

稲い
ね 

 

」
と
標
記
さ
れ
た
文
字
瓦
で
あ
る
。
こ
の
文
字
瓦
で
重
要
な
点
は
、
海
上
郡
倉
椅
郷
に
長
谷
部
と
い

う
部
姓
を
も
つ
人
物
が
居
住
し
た
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
長
谷
部
の
部
姓
は
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天
皇
の
部べ

民み
ん

と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
こ
ろ
に
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
っ
て
姉
崎
古
墳
群
の
首
長
の
政

治
的
支
配
力
が
抑
え
ら
れ
、
長
谷
部
姓
の
部
民
が
設
置
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
が
、

八
世
紀
後
半
以
降
に
上
総
国
分
尼
寺
の
造
営
に
際
し
、
瓦
を
寄
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
姉
崎
古
墳
群
に
お
け

図5 ●稲荷台1号墳出土「王賜」銘
　　   鉄剣（部分）

銘文は、尊い「王賜」の語を
文章の上に出す台頭法が用い
られている。
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